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授業の目標と期待される効果： 

HDL を用いてディジタル家電システム等の

ディジタルハードウェアを設計するために必

要な、SoC(System on Chip)システム等の設計方

法を学習する。 

設計方法等の学習だけでなく，開発環境と演

習ボードを用いた設計演習を取り扱う。 

①SoC とは何かを理解する 

②LCD 制御回路とタッチパネル制御回路の

基礎の理解 

③ＣＭＯＳカメラ制御回路の基礎の理解 

④ＩＰの利用と画像変換回路の理解 

⑤メモリ回路の理解 

⑥ソフトコア CPU システムの理解 

成績評価の方法：  

総得点数１５０点＝定期試験（スキルチェック）１００点＋課題提
出５０点 

総得点率（％）によって成績評価を行なう。なお、成績評価に教室
外学修の内容は含まれる。 

 

達成度評価の基準： 
提示資料を基にした説明問題・計算問題を試験等で出題し，６割

以上の正答のレベルまで達していること． 

①SoC の構成について，ほぼ正確に（６割程度）説明できる 

②LCD 制御回路とタッチパネル制御回路の基礎のについて，ほぼ

正確に（６割程度）説明できる 

③ＣＭＯＳカメラ制御回路の基礎について，ほぼ正確に（６割程度）

説明できる 

④ＩＰの利用と画像変換回路について，ほぼ正確に（６割程度）説

明できる 

⑤メモリ回路について，ほぼ正確に（６割程度）説明できる 
⑥ソフトコア CPU システムの設計が，ほぼ正確に（６割程度）説明
できる 

授業の進め方とアドバイス： 

この科目は、eラーニングとして実施する。授業では、eラーニングの提示資料をもとに、授業を進めるので、あらか
じめ提示資料を見ておくとよい。また、各自が使用できる PC に HDL の設計環境を準備すると、授業をスムーズに進め
ることができ、その内容をよく理解できる。  

 

教科書および参考書： 

提示資料をよく読んで、内容を理解すること 

授業の概要と予定：後期 教室外学修 

第 １回：SoC概要 課題レポート作成 

第 ２回：LCD 制御回路の基礎 課題レポート作成 

第 ３回：タッチパネル制御回路の基礎 課題レポート作成 

第 ４回：ＣＭＯＳカメラ制御回路の基礎 課題レポート作成 

第 ５回：ＩＰの利用と画像変換回路 課題レポート作成 

第 ６回：メモリ回路の基礎 課題レポート作成 

第 ７回：ソフトコア CPU の基礎 課題レポート作成 

第 ８回：システム設計 課題レポート作成 

第 ９回：アーキテクチャ設計 課題レポート作成 

第１０回：ソフトコア CPU の利用 課題レポート作成 

第１１回：課題設計 課題レポート作成 

第１２回：課題機能検証 課題レポート作成 

第１３回：課題論理合成 課題レポート作成 

第１４回：課題動作確認 課題レポート作成 

第１５回：SoC システムの基礎のまとめ 課題レポート作成 

期末試験 － 

第１６回：フォローアップ（期末試験の解答の解説など）   － 

 


